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縮小時代の都市政策

★90年代の社会情勢変化

・アメリカから大型店の立地規制緩和要求
⇒郊外大型店が激増

・流通革新⇒地方卸小売業の廃業
⇒中心市街地の空洞化・少子高齢化
⇒中心商店街の空洞化

・様々な商店街活性化策 … 効果限定的
⇒止まらぬ空洞化・郊外化

・環境意識の高まり… 資源浪費都市

・1960・70年代開発の旧郊外の老朽・高齢化

・市街地拡大⇒公共サービス支出増大・不効率
⇒自治体財政ひっ迫・ サービス維持困難

★住民参加と「まちづくり」

・住民ニーズの多様化
・行政主導・画一計画に批判
・財政ひっ迫⇒事業効率・効果・
縮小の説明が求められる

⇒計画づくりへの住民参加

・1988・89，ふるさと創生1憶円交付

⇒借り物，模倣ではない，地域
の固有性・独自性が重要に

・自治体職員，議員，外部の専門家
だけでは対処困難

⇒「協働」の「まちづくり」へ

※1997，箕面市の「まちづくり条例」
＝住民自治条例の最初

⇒ 「拡大」を前提とした都市施策の見直し

⇒資源・コスト節約型 … compact cityモデル

・循環型都市，sustainable都市

・1991年，特定商業集積整備法 … 商店街，郊
外に限定しない商業基盤施設（広場，ホール，
モニュメントetc.）の整備補助
⇒申請は郊外が多数で，都心空洞化を助長

2）中心市街地活性化法 … ①空洞化が進む
中心市街地に対して市町村が関係者と協議して
「基本計画」をつくって国認定を受けると，
②関係省庁から集中的施策が講じられる。
③認定された活性化策の実施主体として「タウン
マネージメント機関」（TMO）を組織。

商業振興から「まちづくり」へ

・1998「まちづくり三法」施行 … 中小商店
の保護から都市計画全体の視点へ

1）大規模小売店舗立地法 … 1000㎡以上
届出制，大型店周辺の生活環境の保持

3）都市計画法改正 … 自治体が条例で
大型店が立地できない「特別用途地区」を
指定を指定できる。

⇒2003年8月までに … 
・活性化基本計画598件，認定132件
・TMO認定372件

・2018年7月 … 計画認定225件

★新たな担い手：TMO

・様々な主体が参加して「まち」を運営・
プロデュースする機関

・認定要件
・商工会議所（市），商工会（町村）
・第３セクター会社（株主の2/3以上が

中小企業で,市町村が３%以上出資）
・第３セクター公益法人

・地域要件
・市街地に相当数の小売業者や都市

機能が集積し、市町村の中心としての
役割を果たしている

・衰退の趨勢またはその恐れがある

・2000.05，気仙沼商工会議所
・同，「まち・みらい多賀城」
・2000.12， 石巻，「街づくりまんぼう」
・2002.03，「まちづくり古川」，醸室，
アクアライト台町
・同， 「佐沼まちづくり」
・2002.11，「まちづくり白石」

青森市の市街地空洞化問題

★

・1963年〜，南東の丘陵上に大規模団地群。
・新バイパス開通の90年代，7・103交点付近に流通団地。
・同時期，高速道JCT開設（2003）⇒西部が市街地化

まとまった
郊外開発

・青森は北海道航路の港町。
・商圏となるべき農村後背地は狭小
⇒中心商店街の需要は市街地に依存
・初期の宅地化は，鉄道沿いに展開

新バイパス道路

・2010年，青森駅の3km西に新幹線駅⇒西部さらに市街化
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中心市街地の空洞化

中心市街地の
歩行者通行量

人口増減

％

青森市中心市街地
活性化基本計画

★青森駅青森駅青森駅青森駅

青森の中心市街地
活性化

・背景 … 世界一の積雪
都市，嵩む除雪費用

・佐々木誠造市長（1989から5期）
… 「毎年の降雪に対応し、持続
可能な都市づくりを進めていく
ことが、コンパクトシティー発想
の原点であり，基本理念」

・1998年11月、基本計画認可
… compact city を推進

※compact city … 石油危機後
にMITの数値モデル学者が唱え
たコスト節約的都市モデル。
・直系2.65km×8階建住宅を建
てれば25万人収容可能。
… これに対して，田園志向の強
い英米では評価されず，集居は
別コストを生むという批判も。

※sustainable city … sustainableは，1972年
の国連人間環境会議（Stockholm）で，開発
と環境保護の討議の中で使われて流布。

・1996年，EU都市環境グループが，sustainable city report

・アメリカでも， smart growth, livable communityなどを
打ち出す自治体が増えつつある。

・市域を inner, mid, outer の３帯に分け

・inner… 商業・行政・
居住機能を集積

基本構想

・outer… 農地・自然を配して
宅地開発や大型店を規制

1970年頃までの旧市街地

1960・70年代の無秩序開発

・国道7号外環バイパスの外側
・開発は原則不可

・mid … 密集宅地を区画
整理，耐雪性を高める

中心市街地の諸事業

青森市中心市街地活性化基本計画
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青森市中心市街地活性化基本計画

⇒ 2006「まちづくり三法」改正
… 中小商店の保護から都市環境の視点へ

コンパクトなまちづくりを追求

・都市機能集積 … 暮らし・にぎわい再生事業
を創設， TMO交付金の拡充， NPOも対象に。
・街なか居住支援 … 中心市街地共同住宅供
給事業を創設，街なか居住再生ファンド拡充
・商業活性化 … 中心市街地の空き店舗への
大型店出店規制緩和，戦略的中心市街地商
業等活性化支援事業，商業活性化空き店舗
活用事業に対する税制等の拡充

1）中心市街地活性化法 … ①多様な民間
主体の参画＝中心市街地活性化協議会，
②めざすべき計画理念の明確化，
③支援措置の拡充

2）都市計画法改正 … 大型店,大規模集客施設
の立地を商業，近隣商業，準工地区に限定。二種住
居，準住居，工業地区では不可。

・この間，全国的には，郊外大型店の立地と
中心市街地空洞化は止まらず。

青森市の対応

・2007年2月，（新）中心市街地活性化計画
認可 … 改正法下で全国1号

・歩行者数（2000〜05：次頁）は，アウガ
近辺では増えて，効果はあったといえる。
・しかしそれも限定的。
・松木屋デパートの閉店が影響。
・空き地，空き店舗が全般に増加

・旧計画を継承しつつ，「walkable town
（遊歩街）の創造」を新目標に

・そのため，以下の3つをめざす：
①回遊性のある街づくり … 直線状の街
の欠点を克服， 新スポットづくり
②交流街づくり … 路線バス，新幹線駅ア
クセスを向上，バリアフリー化⇒多様な
人々が交流しやすく
③街ぐらし … 環境負荷の低い街なか居
住を推進

・中心商店街の状況

青森中心街の歩行者通行量

青森市中心市街地活性化基本計画

青森市・青森商工会議所歩行者通行量調査
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2017. 3.01

・その矢先，アウガの負債
累積が明るみに ⇒

・そして↓

2009. 3.12

コンパクト化の課題

・街なか居住政策
・面積あたり地代の高さ
・屋外景観が悪い
・郊外志向ニーズの存在
⇒居住の自由を制限するもの
ではならない

・商店街の持続性
・地元商業者の後継者難⇒新たな経営

者の参入促進
・マンション新住民の嗜好にあうサービス

・都市づくりの長期性
・都市計画の実現には数10年の

長期間が必要
・首長交代時の理由なき計画停止・
変更に懸念。

・空き家・空き地の有効活用
・市街地の空き家が急増必至
・街なか居住を低コストで可能に。
・空き地の緑地化による景観改善

・地域性をふまえたコンパクト化
・都心1点集中だけでなく，交通体系

をふまえて複数拠点化の可能性

・コンパクト化は今後の縮小時代に必須のモデル

・商店街なきアメニティーを創出
・商業はSC，コンビニに委ね
・交通アクセスの良さを活かし，
・都心部を小売商業に頼らない交流

拠点に … 歴史，文化，イベント
… 「飲み屋」はその重要要素。

富山市都市計画マスタープラン（2008）

富山市のコンパクト化 …もう1つの
先進地

・それは，赤字鉄
道の再生から

・2003，市は富山港線のLRT化決定
・2004，（株）富山ライトレール（三セク）
・2006，開業，利便性改善，利用増

・2007，中心市街地活性化計画
・2008， マスタープラン策定
・公共交通沿線居住推進事業

一極コンパクト 富山型コンパクト

◇「仙台市基本構想」（平9）

・環境への負荷の少ない 循環型都市づくり

・自動車に過度に依存しない地域づくりで，
環境負荷の低減を図る。

◇「仙台市基本計画21世紀プラン」（平10-22年度）

・交通、環境の質を重視した効率的な都市の器づく
り … 「21世紀型都市」

・手法 … 「軌道系交通機関を基軸としたまとまりの
ある集約型の市街地形成への転換」

仙台市のコンパクト施策

・軌道交通の拠点に機能集約⇒東西線（2015.12）

・高コストの鉄
道維持。
・都市圏全体
での調整。

★課題：

・1点集約より
現実的
・東西線前提
の感も …
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・青森市の計画は中心市街一体の再開発。

・「アウガ」問題は，商業部分の閉鎖だけ。

・全体計画，長期的視野でみる必要。

・都心型マションは増えて，駅前の町内の人口は増加

⇒2000〜15年 … 安方：996→1162， 新町：420→625

中心部：－13％ 市全体：-8.4％

・最大の問題は，市長の交代で，計画が白紙に
なったこと。

・コンパクト化は避けられない課題で，新市長の
責任は重大。

※青森市のコンパクト施策の評価には，別の見方も … 

★地方小都市は？

・公共交通の維持不能
・マイカー依存 … 郊外の利便性
・商店街の維持困難
・止まらぬ市街地空洞化

・周辺集落から中心市街地への
集約化が，将来必要性を増す。

・急進する人口減少・高齢化
・自治体財政のひっ迫

⇒工夫の仕方によって賑わい創出
は可能 … 紫波町オガール，女川
新中心地区

・都市再生特別措置法（2002年制定） … 
都市の国際競争力，防災力，高齢者居住環
境を高めるための機能整備を支援する支援
措置を規定

・2014年8月，これを「コンパクト化」誘導
を主目的に改正施行。

… 「立地適正化計画」策定と，それに
基づく支援措置を規定

国の「コンパクト化」支援策

・地域公共交通活性化再生法（2007年制
定） … 鉄道再生が目的

・2014年11月，改正法施行 … 「コンパクト
まちづくり」と連携した公共交通再構築の
支援を規定


